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陸側遮水壁 内外の各平均水位の推移

1F降雨 地下水ドレン観測井水位 陸側遮水壁（山側）山側水位

注水井・観測井（山側） サブドレン（山側） 注水井・観測井（海側）

サブドレン（海側） 陸側遮水壁（海側）海側水位 建屋水位（制御用水位計全平均）
サブドレン設定水位（ポンプ稼働下限値）

1-1 建屋周辺の地下水位の状況

内外水位差
（黒とピンク）

データ；～2021/5/23

陸側遮水壁内側エリアの地下水位は、年々低下傾向にあり、現状山側では降雨による変動はあるものの内外水位差を確保して
いる。

地下水ドレン観測井水位は約T.P.+1.4mであり、地表面から十分に下回っている（地表面高さ T.P.2.5m）。

LCOに伴う稼働停
止による水位上昇

データ；～2021/5/19

* 5月のデータ確定後記載

陸側遮水壁外側：山側水位

陸側遮水壁内側：山側水位

地下水ドレン
観測孔水位
SD（山側）

SD（海側）
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重層的な汚染水対策により、地下水位の制御性が向上し、特に渇水期においては、より少ないサブドレン稼働台数で地下水

位を管理することが可能となっている。

護岸エリア（T.P.+2.5m盤）においては、2020年度の降雨量（累計雨量1,345mm）は平年並みで、2019年10月の台風時
のような大幅なくみ上げ増となることもなく、2020年度のくみ上げ量の平均値は約80m3/日だった。

データ；2021/5/23

1-2 サブドレン・護岸エリアのくみ上げ量の推移

平均：

合計

平均：

年度平均：3.8mm 年度平均：2.7mm

年度平均：150 年度平均：80 年度平均：100

年度平均：4.5mm

年度平均：480 年度平均：350 年度平均：490

1,072

610

年度平均：80

年度平均：3.7mm

年度平均：450
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2-1 汚染水発生量の推移
陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な対策の進捗に伴って、建屋流入量・汚染水発生量共に減少しており、2020年の
汚染水発生量は約140ｍ3/日であったことから、中長期ロードマップのマイルストーンのうちの汚染水発生量を
150m3/日程度に抑制することについて達成した。2020年度の汚染水発生量は約140m3/日となった。

廃炉作業に伴い発生する移送量については、2021年の2月の地震以降、降雨が継続し、焼却建屋において水位の上昇
速度が増加した状態が確認されたため、4月に約800m3の水移送を行った。焼却建屋に関しては、5月に残水（約
1500m3）の水を移送し、水抜き完了後速やかに止水工事を実施する予定である。

150m3/日

サブドレン稼働
（2015.9末）

データ；～4/30まで

170 [100] m3/日

1,429mm/年度 1,337mm/年度 1,375mm/年度

490 [270] m3/日 400 [200] m3/日 220 [140] m3/日

999mm/年度

海側遮水壁の閉合後、
地下水ドレン稼働
（2015.11）

陸側遮水壁第一段階
フェーズ１（2016.3末）

陸側遮水壁第一段階
フェーズ2（2016.6上）

汚染水発生量［建屋流入量］

180 [120] m3/日

1,663mm/年度

440

220

140 [100] m3/日

1,339mm/年

140 [90] m3/日

1,345mm/年度
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焼却建屋水位上昇経緯と対策について

サブドレン
133

【経緯】
2021年2月13日の地震以降、降雨が継続し、焼却工作建屋への地下水流入量が増加が継続しているこ
とを確認。２月15日及び3月13日の雨の際には流入量がさらに増加している。
（流入量：約10～20ｍ3/日）

【問題点】
周辺のサブドレン水位との水位差確保のため、定期的に水移送が発生し汚染水発生量に影響を与える。

（水移送後に移送量をその他移送量の内訳として集計）
【推定原因】工作建屋の現地調査の結果、過去の止水部分からのにじみが確認された。

過去の止水部の劣化などが考えられる。（現在水没中、水抜き後5月末に確認予定）
【対策】焼却建屋の流入量増加

⇒漏水箇所を特定し、止水材による止水対策（クラック部への発泡ウレタン注入）を
5月末から現地確認後実施。

約20m3/日に増加
4月初旬から

断続的な降雨により
流入量増加

4/19～4/23
水位管理のため水移送
約800m3

5月末時点で床面露出まで
水抜き予定（破線）。6月
以降は止水作業の進捗に応
じ適宜水抜きを実施。※1

※1：水抜き総量：約1500m3

至近の水抜き直前の流入量
約10m3/日

水位は5/25時点
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焼却工作建屋地下階

No. 配管系統略称 配管系 No. 配管系統略称 配管系

① HS 40A ⑬ IA 50A

② MCWC 50A ⑭ 予備 175A

③ SA 40A ⑮ CRD 300A

④ HS 100A

⑤ FW 50A

⑥ MUWP 50A No. 名称 サイズ

⑦ FP 100A ⑯ ケーブルトレイ 1250×1250

⑧ LRW 50A ⑰ 連絡通路 2000×2275

⑨ VAC 100A

⑩ RWCW 150A

⑪ SA 40A

⑫ RWCW 150A

A-A断面図

過去に止水実績あり

焼却建屋

工作建屋

床ド
レン
サン
プ室

灰ドラム
一時貯蔵室A

灰ドラム
一時貯蔵室B

焼却灰取
出室A

焼却灰取
出室B

油貯蔵室

不燃性雑固
体廃棄物減
容処理設備
エリア

建屋間ギャップ
100mm

地下1階フロアレベル T.P.2,808

A A

焼却建屋と工作建屋を貫通している配管及びケーブルラック
・通路を過去に止水対策で閉塞を行なっている。
（2011年・2014年・2015年の３回実施）

平面詳細図

貫通管等種別
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今後の予定

2021

4 5 6 7 8 9 10

設計

水移送

工事

調査・計画・設計

準備 止水対策 経過観察・追加対策

※止水対策後も、他箇所からの再流入が予想されるため、継続して監視の結果、必要に応じて
追加の止水対策を実施していく。
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【参考】工作建屋の現場調査結果

南側全景

②漏水箇所⑩⑫漏水箇所

止水処理した縁から
にじみ出ている

止水処理した縁から
にじみ出ている

上部貫通部からのにじみ出し水
か、止水処理した縁から出てい
るかは不明

⑬漏水箇所

⑩⑫
②

⑬
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【参考】焼却工作建屋の溜り水について

2014年4月に発生した焼却工作建屋への滞留水誤移送による影響が残存している状況。

2021年時点においても滞留水起源のSr-90が2～3万Bq/L存在している状況

採取日 Cs-137 全ベータ Sr-90 備考

2014年4月15日 1.4×107 5.0×107 ー 滞留水誤移送直後のデータ

2020年4月28日 4.3×104 1.1×105 3.0×104

2021年4月20日 2.8✕104 6.8×104 2.0×104

単位：Bq/L＜焼却建屋＞

採取日 Cs-137 全ベータ Sr-90 備考

2014年4月15日 2.3×105 2.5×106 ー 滞留水誤移送直後のデータ

2020年4月28日 6.0×104 1.2×105 3.9×104

2021年4月20日 4.6✕104 9.8×104 3.0×104

単位：Bq/L＜工作建屋＞
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【参考】焼却工作建屋と周辺SDの長期水位トレンド

降
水

量
（

m
m

/日
）

※1 水位管理のために水移送を実施

※1

※1

※1

※2

※2 至近の流入量：約10m3/日

建
屋

水
位

（
T
.P

.m
m

）
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【参考】地中温度分布および
地下水位・水頭の状況について

11



【参考】1-1 地中温度分布図（１号機北側）

：凍土壁外側水位

：凍土壁内側水位
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【参考】 1-2 地中温度分布図（１・２号機西側）

：凍土壁外側水位

：凍土壁内側水位
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【参考】 1-3 地中温度分布図（３・４号機西側）

：凍土壁外側水位

：凍土壁内側水位
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【参考】 1-4 地中温度分布図（４号機南側）

：凍土壁外側水位

：凍土壁内側水位
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【参考】 1-5 地中温度分布図（３・４号機東側）

：凍土壁内側水位

：凍土壁外側水位
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【参考】 1-6 地中温度分布図（１・２号機東側）

：凍土壁外側水位

：凍土壁内側水位

17



【参考】1-7 維持管理運転の状況（5/19時点）

※ 全測温点-5℃以下かつ全測温点平均で地中温度-10℃以下でブライン循環を停止。ブライン停止後、測温点のうちいずれか1点で地中温度-2℃以上となっ
た場合はブラインを再循環。なお、これら基準値は、データを蓄積して見直しを行っていく。

維持管理運転対象全49ヘッダー管（北回り１系統7ヘッダー、南回り２系統3ヘッダー）の
うち、10ヘッダー管（北側1，東側0，南側2，西側7）にてブライン停止中。

維持管理運転全面展開

(凍結中) 25-6S

13BLK-H1

１2ＢＬＫ－Ｈ5

１2BLK－H4 １2BLK－H3 １2BLK－H2 １2BLK－H1

１1BLK－H7

11BLK－H6 11BLK－H5 11BLK－H4 11BLK－H3

11BLK－H2

1
0
B
LK

－
H

1
8
B
LK

－
H

3

9
B
LK

－
H

2

9BLK－H1

8
B

L
K
－

H
2

8
B

L
K
－

H
1

7
B

LK
－

H
4

7BLK－H3

7BLK－H2

7BLK－H1

6BLK－H6
6BLK－H56BLK－H4

6BLK－H3
6BLK－H26BLK－H1

5BLK－H5

5BLK－H6

5BLK－H45BLK－H35BLK－H25BLK－H1

3
B

L
K
－

H
6

3
B

LK
－

H
5

3BLK－H4

3
B

LK
－

H
3

3
B
LK

－
H

2
2
B
LK

－
H

1
1
B
LK

－
H

2

1BLK－H1

13BLK－H3

13BLK－H2

西側

１系統（北回り）25ヘッダー

２系統（南回り）24ヘッダー

11BLK－H1

N

-凡 例-
：ブライン停止中の区間（凍結管単位を含む）
：ブライン循環運転中の区間
：今週バルブ操作実施・予定箇所
:間引き運転区間
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【参考】 2-1 地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 海側）

データ；～2021/5/24
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【参考】 2-2 地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 山側①）

データ；～2021/5/24
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【参考】 2-3 地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 山側②）

データ；～2021/5/24
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【参考】 2-4 地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭 海側）

データ；～2021/5/24
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【参考】 2-5 地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭 山側）

データ；～2021/5/24
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#1T/B

#1R/B

#2T/B

#2R/B

#3T/B

#3R/B

#4T/B

#4R/B

18

19

32252627
2

23 24

8

9

20

21

3133

34

40

45

51

5222

1

5553

56

20３ 20４

201

202

205

206

207 208

209
210

211

212
213

5859

214

215

A

B C
D

E

RW31

RW1

RW2

RW3

RW11

RW12 RW13
RW14

RW15

RW16
RW17

RW19

RW20

RW21

RW4 RW5 RW6 RW7 RW8 RW9

RW10

RW18

RW22

RW23

RW25

RW26

RW27

RW28

RW29
RW30

RW24

RW32RW33

ウェルポイントウェルポイント
ウェルポイント

ガラス固化壁
ガラス固化壁

ガラス固化壁

海側遮水壁

陸側遮水壁

観測井E

観測井D
観測井B 観測井C

観測井A

#1海水配管
トレンチ

#2海水配管
トレンチA

#2海水配管
トレンチC

#3海水配管
トレンチA

#3海水配管
トレンチC

#4海水配管
トレンチ

Ci-1

Ci-3

Ci-4

Co-1

Co-5D

Co-7D

Co-9

Co-16

Co-2

Co-3D Co-4D

Co-6D

Co-8

Co-10

Co-11

Co-12
(3T-1)

Co-13
(2T-3)Co-14

Co-15

Ci-2

2-60-1 1-8

Ci-5

Co-17

OP10m-A

3-4

1T-4

Ｎ

● 注水井・観測井（山側）
● 注水井・観測井（海側）
● 陸側遮水壁（海側）海側観測井
● 建屋水位
● 陸側遮水壁（山側）山側水位

サブドレン（山側）
サブドレン（海側）

● 地下水ドレン観測井

【参考】サブドレン・注水井・地下水位観測井位置図

100m

49

37

30 57
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